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国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
　

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
の
有
効
期
限
は
平
成
三
十
年
八
月
三
十

一
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
納
税
相
談
の
対
象
世

帯
や
短
期
保
険
証
を
交
付
し
て
い
る
世
帯
な

ど
を
除
い
て
、
八
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便

で
発
送
し
ま
す
。
発
送
し
た
保
険
証
の
内
容

と
実
態
が
異
な
る
場
合
は
、
現
在
お
使
い
の

保
険
証
と
新
し
い
保
険
証
を
持
っ
て
役
場
一

階
三
番
窓
口
保
険
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
九
月
一
日
以
降
に

ハ
サ
ミ
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
保
険
証
や
お
薬
手
帳
に
貼
る
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
あ
わ
せ
て

発
送
し
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と

で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

希
望
を
、
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ

保
険
課
国
民
健
康
保
険
・
医
療
係
　
☎

２８
・
０

９
１
７

金
婚
夫
婦
募
集

　
結
婚
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
募

集
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
ご
夫

婦
に
は
、
九
月
七
日
（
金
）
に
開
催
す
る
敬

老
会
に
お
い
て
、
賞
状
の
贈
呈
、
記
念
写
真

の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
婚
姻
届
出
日
か
結
婚
式
を
挙
げ

た
日
が
昭
和
四
十
三
年
以
前
で
、
平
成
三
十

年
九
月
一
日
現
在
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る

ご
夫
婦
　※

昨
年
度
ま
で
に
申
込
み
を
し
た

こ
と
の
あ
る
ご
夫
婦
は
除
き
ま
す
▼
申
込
期

間
　
八
月
一
日
（
水
）
〜
十
五
日
（
水
）▼
申
込

方
法
　
役
場
一
階
三
番
窓
口
保
険
課
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
保

険
課
高
齢
者
・
介
護
係
　
☎

２８
・
０
１
０
０

敬
老
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
町
主
催
の
敬
老
会
の
準
備
等
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

八
月
か
ら
開
始
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
活

動
に
応
じ
て
、
特
典
と
交
換
可
能
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
は
事
前
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
　
保
険
課
高
齢
者
・
介
護
係
　
☎

２８
・
０

１
０
０
（
敬
老
会
）
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
☎

２８
・
０
９
３
２

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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録
）

 

記念品の

袋詰め・運搬

来場者受付・

弁当の袋詰め

会場内・

駐車場の

案内・誘導

11 人 10 人 8 人

活動
内容

募集
人数

活動日

活動
時間

午後２時～
午後４時

午前８時１５分～

午前１０時１５分

午前９時～

正午

９月６日（木）

（敬老会前日）

９月７日（金）

（敬老会当日）

　町は、「年齢を重ねても元気でいきいきと生活し、活動できる社会の実現」を目指して、名古屋大学未来社会創造機構と連携協

定を締結しました。名古屋大学未来社会創造機構は、持続可能な社会の実現に向け、産学官連携研究を推進するために、平

成２６年に名古屋大学内に設立された組織です。

連携協定に基づき、名古屋大学未来社会創造機構との共同研究として、健康づくりに関する取組を下記のとおり実施します。

①講演会「～健康長寿の秘訣～」開催

　世界でも稀にみる高齢社会となる日本で、いつまでも健康に

過ごすための秘訣について、老年医学の専門家による講演

会を開催します。

▼講　　師　名古屋大学未来社会創造機構（名古屋大学

　　　　　　大学院医学系研究科 地域在宅医療学・

　　　　　　老年科学） 教授　葛谷雅文氏

▼と　　き　１０月２日（火）午後２時～、１０月４日（木）午後２時～

　　　　　　（同じ内容のため、どちらか１日にご参加ください）

▼と  こ  ろ　社会教育センター２階　ホール

▼申込期限　９月２０日（木）まで（当日参加も可能）

②６５歳以上を対象にアンケート実施

　共同研究の一環として、健康に関するアンケート調査を実

施します。平成３０年８月１日時点において６５歳以上の方を

対象に、９月頃に研究の説明書・同意書・アンケートを郵送

します。

　アンケートの郵送を希望しない場合は、８月３１日（金）ま

でに地域包括支援センターにご連絡ください。

③「健康長寿プログラム」放映

　介護予防に関する知識の普及を目的に、ケーブルテレビ

内で「健康長寿プログラム」を放映します。

▼内　　容　介護予防プログラム（運動、栄養、認知症

　　　　　　予防に関する情報）

▼放送期間　１１月～平成３１年２月の４か月間

　　　　　　１５分番組を１日３回放送（平日のみ）

 プログラム視聴モニターを募集

　番組の内容を検証するため、「健康長寿プログラム視聴

モニター」を募集します。モニターの方向けに体力測定会

を行い、番組継続視聴による体力や認知機能の変化につ

いて検証します。モニターにご参加いただき、ご自身の健康

づくりにお役立てください。
▼対 象 者

下記の全てを満たす方

①平成３０年８月１日時点で本町に住民登録されている６５歳以上の方

②要介護認定を受けていない方

③放映期間中（約４か月）、番組を継続して視聴できる方

④講演会「～健康長寿の秘訣～」に参加できる方

　（講演会内でモニターについての説明を行います）

名古屋大学と連携事業を開始
▼申込み・問合せ　地域包括支援センター　☎２８‐０９３２


